
 

＜専門家派遣＞ 
 

ラオス・カンボジアの「エネルギー管理士指導者育成プロジェクト」の 

現地省エネ実務試験に立会い・結果討議を実施しました 

【事業概要】 

一般財団法人省エネルギーセンターは、経済産業省の委託を受けて、AJEEPスキーム２の活動と

して「エネルギー管理士育成事業における指導者育成プロジェクト」の一環で、2018年 11月 8

日にラオス、11月 13日にカンボジアを訪問し、省エネ実務試験への立ち会いを実施しました。 

(1) ラオス：ビール工場のウォークスルーへの立ち会いおよび結果の討議 

(2) カンボジア：ソース製造工場の省エネ診断への立会いおよび省エネ診断結果の討議 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
ビール工場（ラオス）・醸造工程          ビール工場・ボイラー 

 

      

 

 

 

 

       

     
 
 

ソース製造工場（カンボジア）         ソース工場・ボイラー壁測温 
 

AJEEP スキーム２・エネルギー管理士育成事業の第２弾として、ラオス・カンボジアそれぞれ

自国での省エネ実践研修を実施し、その立会い・結果討議に参加しました。 

(1)11月 8日ラオスのビール工場は設備点検日であったため、診断工場のウォークスルーを実施

し、冷凍機・ボイラーについての日常点検の強化、配管・バルブの保温強化などの省エネ改

善提案をしました。配管・バルブの表面温度などのデータ採取は次週に実施する予定です。 

(2)11 月 13 日カンボジアではソース製造工場の省エネ診断に立会い、ボイラーの排水熱回収に

関する改善を提案しました。省エネ診断は引き続き 1週間実施して成果をまとめ、次回の受入

研修時に発表・評価する予定となっています。 

 
＊AJEEP：ASEAN－JAPAN Energy Efficiency Partnership 

 専門家派遣と受入研修を通じて ASEAN地域の省エネ人材を育成するプログラム 


